
あなたのキャリアが
財産になる

ジョブ・カードは、
あなたの職業能力を「見える化」し、
キャリア形成に役立てることができる
キャリア・プランニングツールです。

「ジョブ・カード制度総合サイト」
https://jobcard.mhlw.go.jp

ジョブ・カード制度総合サイト 検 索

ジョブ・カード制度総合サイト

ジョブ・カードの作り方のアドバイス
ジョブ・カードの活用に向けた情報
をお届けします。

友だち追加

@jobcard

ジョブ・カードの活用について、詳しくは最寄りのハローワークまでお問い合わせください。

復興にかける想い　避難されている方へのメッセージ
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福島労働局
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　大熊町は震災・原発事故以来8年にわたって全町避難が続きましたが、昨年4月、大川原と中屋敷地区の避難指
示が解除され、今年3月にはJR大野駅周辺など一部の帰還困難区域でも避難指示が解除されました。町が復興拠
点と位置付けた大川原地区には役場の新庁舎や災害公営住宅、福祉施設が建設され、今後は商業施設や交流施
設も整備されます。まだ町で暮らす方はわずかですが、町内で快適な生活を再開するための環境づくりは着実に
進んでいます。実際、町内の風景は日々変化を遂げており、ここが本当にかつて無人と化した町だったのかと疑う
ほどです。
　しかしながら、町民の9割以上が暮らしていた土地は現在も帰還困難区域のままです。この土地の復興がなけれ
ば町の復興は果たせません。現在、このうち2割近くの面積は特定復興再生拠点区域として、令和4年春の避難指示
解除を目指して除染や社会基盤整備が進められています。この区域から外れた土地につきましても必ず避難指示を
解除すべく、その見通しを示すよう国に強く求めています。震災から9年、失われた町土を取り戻すには、今後9年以
上の歳月を要することは否めません。しかし、小さな歩みを止めることなく、町再生への努力を重ねてまいります。
　町に戻りたい方、町に戻らない方、新たに町民となる方―。戻りたい方がいる限り、帰還できる場所を着実に広
げる努力を続けます。新たに町民となる方には、そのまま町民で居続けたくなるような環境を整えます。そして、戻

れないと思っている方に対し、ふるさとは今も変わらず大熊町だと思ってもらえるような絆を提供します。ほとんどの方はこの9年で避難先
に生活の拠点を移しています。町を訪れてみたい、いつか戻りたいと思ってもらえるような魅力づくりをするのも、重要な施策と考えていま
す。いろいろな立場で町に関わる皆さんの融合、協力によって、これからの町は築かれます。「戻ってよかった」「つながりを持ち続けてよ
かった」「移り住んでよかった」。そう思ってもらえるための努力を続けます。
　震災前の町に戻すことはできません。しかし、震災前よりも魅力ある町となることを目指します。今後とも町民の皆さんの深いご理解と温
かいご支援を心よりお願い申し上げます。

吉田　  淳 町長

大熊町
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「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと
思っている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策等を発
信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

福島県雇用情勢（2020年4月）

有効求人倍率（受理地別）　1.32倍（全国20位）
　　　　　　（就業地別）　1.46倍（全国15位）
有効求人は、減少傾向ではあるものの保健師、一般事務、介護サービスなど
32,120人分の申込みがあります。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。
※有効求人倍率／�ハローワークで仕事を探す人1人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。

1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

特
集

・被災自治体首長からのメッセージ
・震災後のわが社
 「株式会社 ネクサスファームおおくま」
・ハローワークからのメッセージ（新潟）
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−大熊町でイチゴをつくろう−
　大熊町は、東日本大震災及び原子力発電所の事故により、全町民が町から避難
せざるを得ない状況が約9年続きました。
　2019年4月10日、大熊町大川原地区・中屋敷地区の避難指示が解除されるこ
ととなり、2020年3月5日には大野駅周辺の避難指示解除、3月14日にはJR常磐
線の全線開通と、徐々に復興への歩みを進めています。
　ネクサスファームおおくまは避難指示解除に先立ち、2019年4月1日から、大
川原地区でイチゴの高設養液栽培を始めました。
−故郷を再建する、町に農業を残す−
　大熊町の強い想いに後押しされ、帰還する町民や新しい町民を雇用し、町民の
力で大熊町に新たな産業をつくろうと、8人の従業員が集まりました。
　平均年齢35歳の従業員は、そのほとんどが農業未経験者でした。大熊町で栽培
を始めるまでの2年間、各地の施設を調査し、施設や設備、作型や品種、栽培方法、
オペレーション、販売などを経営的視点で徹底的に思索し、植物について学び、イ
チゴを実際に栽培しながら準備を進めてきました。
−この町でしかできない、新しい農業の形をつくろう−
　個人農家、家族経営農家ではない「企業農業」。その難しさは農業に進出する多
くの企業が直面している課題でもあります。
　この町でゼロからすべてを始める為「どのようにすれば企業農業が成り立ち、
企業として社会に必要とされ、雇用する従業員を守り、安定経営が可能になるの
か」そう考えて事業計画や施設・設備の設計が立てられています。
　植物工場と定義される太陽光利用型ハウスは、一年中イチゴを生産できる設備
を整えてあります。ハウス内の環境やイチゴの栽培自体はコンピュータによって
管理されており、「機械と人が仕事を分業する」形をとっています。農業ではまだま
だ人の手が必要な仕事がたくさんあり、それができる人財を育てなければ、次世
代の農業者・農業経営者がいなくなってしまうと感じています。高齢化が進み農
業人口が減る中、雇用を生み、生産性を上げ、人財を育て、安定して経営する為に
は、機械化だけを進めるのではなく、人を最も重要な会社の財産であると捉え、人
に投資し、強い組織をつくりあげなければいけないと考えています。
　そして働く人が物心両面で豊かになれる会社、働く従業員が仕事を楽しめる会
社にしたいのです。
−安心して食べていただけるイチゴを−
　目に見えないことで不安を感じる放射性物質について、弊社では万全の検査体
制を整えています。地域や場所に対する不安を払拭する為、イチゴを生産するハ
ウス内や敷地内の空間線量を定期的に検査し、問題ないことを確認しています。

震災後のわが社

株式会社 ネクサスファームおおくま
【事業所紹介】	 所 在 地：福島県双葉郡大熊町
	 事業内容：イチゴの生産・加工・販売

HelloWorkハローワークインターネットサービスハローワークインターネットサービス
全国のハローワークが受理した求人情報のうち、求人企業が当ホームページに掲載を希望している求人を検索することができます。
□事業所名や電話番号を閲覧できます。　□求職登録すると閲覧できる情報が増えます。

ホームページアドレス
https://www.hellowork.mhlw.go.jp/

HelloWork Internet Service 求人情報検索

都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4ー2ー3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

山形県
ハローワーク山形 山形市桧町2ー6ー13 023（684）1521

ハローワーク米沢 米沢市金池3ー1ー39　米沢地方合同庁舎内 0238（22）8155

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　東京交通会館分室
※令和２年４月１日にハローワーク品川から業務移管しました。

千代田区有楽町2ー10ー1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県
ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2ー2ー18　新潟KSビル1F 025（240）4510

ハローワーク柏崎　まちなか相談室 柏崎市東本町1丁目15ー5　フォンジェＳＣ棟地下1F 0257（24）0810

大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2ー2ー3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

　イチゴの原材料となる、苗や培地、水も検査し、安全を確認しています。また、収
穫したイチゴは全量検査を行っています。その後、国・県の出荷基準検査を行い、
第三者機関の外部検査も行っています。
　会社設立時よりG.A.P（農産物生産工程管理）にも取り組んでおり、2020年4月
にはグローバルG.A.P認証を取得しました。日本の農業では取得率1%に満たな
い国際基準の認証を原発被災地域で取得したことは、「安全で品質の良い食品・非
食品の農作物であると世界的に認められた」ことになりますので、福島県として
も大きな意味があると考えます。
−必要な時に、必要な量を、求められる品質で、安定して供給するために−
　農業は気象に左右されることが多く、昨今の異常気象と呼ばれる環境下では
大きなリスクを伴います。しかし、ビジネスとして農業を成り立たせる為には安
定品質や供給責任が不可欠と考えています。そのため、弊社では気象リスクを
低減できるような様々な設備が導入されています。安定生産と安定供給を可能
にする事で、安定した経営と雇用を継続していく事に重きを置いています。
　初年度は大熊町の気象条件では難しいと言われた夏秋イチゴも、この地域で
はじめてつくる冬春イチゴも生産することが可能であると確認できました。改善
しなければいけない課題もたくさん上がりましたが、従業員が主体となって常
に改善を繰り返し、より良い農業経営を目指そうと取り組んでいる事は弊社の
強みです。
　操業からまだ1年ではありますが、多くの方々に支えられている私たちが、共に
仕事をする仲間に、お客様に、取引業者様に、地域や社会に、どんな恩返しができ
るのかを日々考え、必要とされる人財、必要とされる会社になれるよう、これから
も皆様とのご縁と絆を大切に精進してまいります。
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福島就職支援コーナー設置  ハローワークからのメッセージ

今野  館長 石井  就職支援ナビゲーター

金子  所長 片桐  就職支援ナビゲーター

　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事
故から、9年の月日が流れました。この間、被災された皆様
をはじめ多くの方々が多大な苦労を重ねて来られたことと
思います。そのような中においても、復興に向けて前進さ
れている皆様には心より敬意を表します。
　さて、私たちが勤務するハローワーク新潟の管内は、新
潟市8区のうち北区、東区、中央区、江南区、西区の5区（秋
葉区・南区は新津所管内、西蒲区は巻所管内）で構成され
ており、館内の総面積353.60㎢、総人口613,954人（平
成30年3月推計住民基本台帳）で、新潟県全体の27.3％
の人口を占めています。管内には、ハローワーク新潟をは
じめ、ハローワーク新潟ときめきしごと館（わかものハ
ローワーク新潟・マザーズハローワーク新潟併設）、新潟新
卒応援ハローワークが設置されています。管内の産業構成
は、とりわけ県全体に比べ第3次産業の事業所数、就業者
数が県全体に比べ多いのが特徴であり、第2次産業は、食
品製造業（米菓・水産練製品）、パルプ・紙製造業、化学工業
等が出荷額の多い業種となっています。
　当ハローワークにおける就職支援としては、令和元年
12月26～27日に新潟市内で開催された「ふくしまで働こ
うin新潟2019」において「新潟お仕事相談コーナー」での
職業相談対応を行い、2日間合計で24人の方々から同
コーナーを訪問いただきました。また、ハローワークの窓
口においては、就職を希望する方に対する個別相談や各種
セミナーの勧奨など幅広く支援を展開しています。
　今後も、自治体や被災者支援を行うＮＰＯなど関係機関
と連携しながら、被災求職者の支援に努めてまいりますの
で、今後ともよろしくお願いします。

ハローワーク新潟 ときめきしごと館

　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所
の事故から9年の月日が流れましたが、この間、被災さ
れた皆様、自治体をはじめ多くの方々がご苦労されて
こられたことと思います。また、そのような中にあって
も、復興・創生に向け取り組んでおられる皆様には心よ
り敬意を表します。
　さて、ハローワーク柏崎は新潟県のほぼ中央部に
位置し、柏崎市、出雲崎町、刈羽村を管轄し、現在休止
中ですが世界最大といわれる柏崎刈羽原子力発電所
が立地している地域でもあります。
　ハローワーク柏崎管内の雇用情勢は、人手不足の
一方で米中貿易摩擦等世界経済の動向を反映し基幹
産業である製造業を中心に求人数が減少傾向に転
じ、求人倍率も新潟県平均を下回っております。そして
ここ最近は新型コロナウィルスの地域経済に及ぼす
影響を危惧し注視しているところです。
　福島への帰還等を希望される方への就職支援につ
いては、福島労働局ハローワーク富岡からの依頼に
基づき、双葉郡の求人情報を10日と25日の月2回所
内ホールと市内のショッピングモール内に設置した
当所の出先機関「ハローワーク柏崎まちなか相談室」
に掲示しております。現在も管内では多くの方が生活
されており、中でも柏崎市では帰還者に対する見守り
業務として訪問支援、常設の交流拠点を活用したサロ
ン活動などを行っております。ハローワークとしまして
も、交流拠点への求人情報の提供とも合わせ管内自
治体と連携しながら引き続き支援を行ってまいります
のでよろしくお願いします。

ハローワーク柏崎
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